
 

0125011S 比較法演習 
「ウィンタースクール」の開講・履修について 

 

0125011S 比較法演習「日本法ウィンタープログラム」 

2 単位 Aセメスター集中 

担当教員：後藤元 教授、平田彩子 教授、巽智彦 准教授 

申込対象：法学部生／大学院法学政治学研究科生（総合法政・法曹養成専攻）／ 

大学院公共政策学教育部生 （他学部生・他研究科等生可） 

期  間：2026年 2月 3日（火）～2月 7日（土） 

実施形態：対面（ガラス棟 ※教室未定） 

本演習の履修希望者は、事前の説明会に必ず出席し、所定の期間に参加（履修）申込を行ってく

ださい。申込多数の場合は、志望理由書の記載内容等により、履修許可者を決定します。 

10月 2日(木) 

3限 

説明会（ガラス棟 101にて実施） 

本演習の参加希望者は、必ず出席して下さい。 

※詳細は掲示【「ウィンタースクール（0125011S 比較法演習）」説明会に

ついて】を確認すること。 

10月 2日(木) 

17:00 ～ 

10月 20日(月) 

17:00 

参加申込（履修申込）期間 

※以下の Googleフォームへ申請。 

https://forms.gle/GeGJBvbSUkViwvDv7 

※ECCSクラウドメールアカウントが必要です。 

10月 31日(金) 
履修許可者発表 

※UTAS掲示板にて発表予定。 

〈注意事項〉 

○参加を許可された者の履修登録は、学部チームで行います。なお、履修登録とは別に、参加登録

のためのフォームを別途送付するので、注意してください。 

○2025年 Aセメスター開講の他の演習を履修した者も履修申込が可能です。 

〇本演習は、Aセメスターの履修上限単位数（24単位）を超えて履修することが可能です。 

〇本演習で取得した単位は、2026年 3月卒業の卒業要件にも含めることが可能です。 

〇本演習は、毎年開講予定ですが、複数回受講することはできません。 

〇本演習の実施時期は、法学部の定期試験（2 年次専門科目）の日程と一部重なっていますが、本

演習に参加することで定期試験を受験できない場合、特別な配慮はありませんのでご注意ください。

なお、定期試験を受験することで本演習を欠席する場合でも、特別な配慮はありません。 

〇他学部での授業を履修する方は日程が重なる場合がございますが、授業が重なることで特別な配

慮はありませんのでご注意ください。 

2025 年 10 月 法学部学部チーム 

https://www.j.u-tokyo.ac.jp/undergraduate/wp-content/uploads/sites/16/2025/09/20250910_winterschool_Jp.pdf
https://www.j.u-tokyo.ac.jp/undergraduate/wp-content/uploads/sites/16/2025/09/20250910_winterschool_Jp.pdf
https://forms.gle/GeGJBvbSUkViwvDv7

